

























































































































































































































都市／調査年 1782年 1819～1825年 1862～1863年
レーヴェリ（タリン） 10，653人 12，872人 20，680人
デルプト（タルトゥ） 3，421 8，499 13，826
ナルヴァ 3，000D 3．5001） 8．1442）
パルヌ 1，954 4，087 6，690
クレッサーレ 1，379 1，945 3β78
ヴィリヤンティ 603 951 2，406
パイデ 440 857 1，169
ハープサル 594 647 1，570




バルティースキー・ボルト 211 184 400
ヴォル（1784年創設） 一 797 1，587
総　　　計（約） 23，000 35，400 64，000．
P
1796年 ｝　　　1815年 1863年














































































































































































































































































































































































































































































































































































名　　前 年齢 どれほど前から流刑地にいる どのような犯 どこの出身か， 司令部将校立ち
のか 罪を犯し，ま またその領主 会いのもと医務
たどのような は誰で，居住 官による〔身体
刑罰を受けた 地はどこか が〕動くか動か
〔やってきた〕 どこから送ら か ないについて
年月日 れてきたか 〔の検査〕
ヴァシーレイ・ 79歳 〔1〕753年9月クロンシュタッ 殺人に対して， アルハンゲリ 左足と右手に
ポチェリャーヒ 22日 トから 鞭刑と烙印が ゴロド県リセ 骨折あり，松




パーヴェル・ 72歳 759年10月21日レーヴェリの 一度の強盗と ホトミンスキー 老衰，両足に





イヴァーン・ 69歳760年7月16日キーエフ県官 強盗と殺人に ミログラード 両足に壊血病
ポドゥブノイ 房から 対して，鞭刑 ．市，カザーク あり，そのた
がなされた 出身（カザー め松葉杖をつ
ク騎兵中尉） いて歩く
イヴァーン・ 72歳 764年5月13日スモレスク県 殺人に対して， スモレンスク まったく・の盲





ピョートル・ 60歳 765年ll月2日プスコフ郡官 教会からのイ プスコフ市の 両手は拷問室







ニキーフォル・ 61歳 766年1月19日サンクト・ぺ 窃盗に対して， カルーガ郡セ 視力が弱い
シュリャーフチ テルブルク県・ 鞭刑，鼻裂き， ルペイスク市? 官房から および烙印 の農民出身
セミョーン・ 60歳 766年10月21日サンクト・ぺ 強盗に対し， モスクワ市， ほとんど目が
トゥルーソフ テルブルク県 鞭刑と鼻裂き 領主アレクセ 見えない
官房から がなされた イ・シェンシ
ンの家内奴僕
イヴァーン・ 64歳767年7月10日’サンクト・ぺ 強盗と窃盗に タンボブ市マ 両足に慢性化
ロゴーシキン テルブルク捜 対し，鞭刑， ルシャ大村の した壊血病に




名　　前 年齢 どれほど前から流刑地にいる どのような犯 どこの出身か， 司令部将校立ち
のか 罪を犯し，ま またその領主 会いのもと医務
たどのような は誰で，居住 官による〔身体
刑罰を受けた 地はどこか が〕動くか動か
〔やってきた〕 どこから送ら か ないについて
年月日 れてきたか 〔の検査〕
ガヴリール・ 67歳768年4月16日サンクト・ぺ 偽造のインペ オロネツ市ユ 胃腸を病み，
ローギノブ テルブルク県 リアル（10ルー クシエリツァ その上，左足











ゲラーシム・ 79歳 773年ll月20日 殺人に対し， 経済参議会管 老衰，身体全
シチプコフ 鞭刑，鼻裂 轄コゼリスク 体が衰弱して
き，および烙 郡グリン村の いる
印がなされた 農民
ヴァシーレイ・ 68歳774年7月16日ノヴゴロド県 ヴォロヂーメ モスクワ郡グ 左足膝近辺の













ミハーイラ・ 60歳 モスクワ捜査 仲間ともにモ モスクワ第3 衰弱，胸から




ミハーイラ。 68歳 地方の強盗た オムシェンス 慢性病および












名　　前 年齢 どれほど前から流刑地にいる どのような犯 どこの出身か， 司令部将校立ち
のか 罪を犯し，ま またその領主 会いのもと医務
たどのような は誰で，居住 官による〔身体
刑罰を受けた 地はどこか が〕動くか動か
〔やってきた〕 どこから送ら か ないについて
年月日 れてきたか 〔の検査〕
フオマー・ 55歳 774年12月3日 パスポートを クロンシュタッ 両手にはまっ












エヴスチェグネ 45歳 ボールゾフ少 モジャイスク 中風を病んで







パーヴェル・ 57歳 774年12月3日ウグリチ郡官 ヴォロヂーメ モスクワ郡皇 左手の骨が損












カンザファール・ 62歳775年1月31日元老院令によ 国家的犯罪者 ノガイ道オレ 病気なし















名　　前 年齢 どれほど前から流刑地にいる どのような犯 どこの出身か， 司令部将校立ち
のか 罪を犯し，ま またその領主 会いのもと医務
たどのような は誰で，居住 官による〔身体
刑罰を受けた 地はどこか が〕動くか動か
〔やってきた〕 どこから送ら か ないについて
年月日 れてきたか 〔の検査〕
イヴァン・ 47歳 オレンブルク 病気なし
ポチターリン 県ヤイーク市
のカザーク
イヴァン・ 60歳775年3月2日ベリョーフス 至高なる（女 コゼリスク市 左手と左足が
スミルノイ カヤ知事官房 帝陛下の）命 ポレノク大村 あまり動かな









ヤコヴ・ 64歳775年3月24日モスクワ捜査 2名の逃亡兵 カシン市前女 労働で〔働き






アンドレイ・ 55歳775年3月24日 彼と仲間たち スーズダリ市 壊血病と癩痴


















エゴール。 64歳 775年3月24日 モスクワで酒 ペルチマ市ポ 腹部がいつも









名　　前 年齢 どれほど前から流刑地にいる どのような犯 どこの出身か， 司令部将校立ち
のか 罪を犯し，ま またその領主 会いのもと医務
たどのような は誰で，居住 官による〔身体
刑罰を受けた 地はどこか が〕動くか動か













ヤコヴ・ 65歳775年5月2日 商人クドリャ ドゥミートリ 中風を病んで









エメリヤーン・ 65歳 775年7月2日陸軍中将にし 秘密裁判によ トボリスク県 老衰していて
チュレーネフ てカザン県知 り，処刑の代 ヤルトロフス ほとんど目が









ユライ・ 75歳 775年11月29日 モスクワ県官以前にプガ オレンブルク 老衰し，足に
アズナリン 房の命令を添 チョーフの悪 県ウファー郡 は慢性化した
えて 党たちのなし テコエヴァ村 壊血病による
た犯罪行為に 〔出身〕 傷がある
対し，鞭刑，
サラヴァト・ 45歳 鼻裂き，およﾑ烙印がなさ 健康であるユラーエフ れる
この一覧表の合計は囚人27名である ゲルマン・エクバウム大佐〔署名〕
出典：3HA．Φ．29．　On．1．　En．　xp．7426．∫1．7－806．
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図1パルティースキー・ボルトの流刑囚に関する記録文書（1797年5月19日）の原本
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　　　　　　　　　　　　　　豊川　浩一
図21795年のバルティースキー・ボルト（中央右手の尖塔をもつ建物が
　　　ゲオルギエフスカヤ教会であろうか）
・纏雛魁轟
出典：Jla6H（Labi　B．）nanbnHcKM　B　nepMon　HaMecTHHgecTBa（XVIII　B・）”H3BecT朋AH　3CCP．
　　　T．19．06111ecTBcHHhle　HayKH．1970．　N94．
　　　　　図3　ロシア帝政時代のエストリャント県（1850年頃）
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パルティースキー・ボルトの囚人サラヴァト・ユラーエフとその周辺
注
（1）植民国家としてのロシアについてはさしあたり次を参照されたい。拙著『ロシア帝国民族統合史
　　　の研究　　植民政策とバシキール人』北海道大学出版会，2006年，拙稿「「未開」を根絶せよ！
’ロシア帝国に抵抗したバシキール人群像」『欧米における移動と定住・地域的共同性の諸形態に関
　　　する研究』（平成16年度～18年度科学研究費補助金（基盤研究（B｝（2）研究成果報告書，研究代表：
　　　三宅立），2007年3月。
（2）　HeTopHs　3cToHcKo藪CCPIHaaHe　r．H．（pen）Ta川HH，1958．　C．178．
（3）　JloceHκoeaノこB．八〇KYMeHTbl　o　npe6blBaHHH　B　geToHHH　HeKoTopblx　Y・lacTHHKoB　KpecTLHcKo尚BoilHbl
　　　1773－1775roAoB　B　PoccHH／／CoBercKH藍apxHB．1973．　Ng3．　C．66－70；．IToceHκoea　r．　B．　u（］a8uHa　E．　A．
　　　ApxHBHhle　noKYMeHTH　o　cMepTH　Ca∫IaBaTa　IOnaeBalM3BeeriiA　AH　3CCP．0611エecTBeHHHe　HayKH．1973．
　　　♪＆4．C．407－408．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
（4）　（rypoe　B，　B．　O　cyAb6e　llocneAHMx　nyrageBueB。6amKHpl／Bonpocbi　HcToopHH．1974．　Ng　l．　C．212－214；
　　　rαnuH　r．　M．　CnonBHN（HHKH　E．　H．　HyraqeBa　B　cchlJIKe1／HcTop朋CCCP．1982．　Ngl．　C．133－134．
（5）　KpecTbflHcKafl　Bo肖Ha　1773－1775　rr．　Ha　TepPHTopHH　BalrlKHpHH．　C60pHHK　noKyMeHToB．　yΦa，1975．八〇K．
　　　Ng215，216．　C．339－341．
（6）　CuOpoe　B，　B．　Bbin　repoeM　CaJlaBaT，　yΦa，2003．　C．47－58；Eeo　nce，　CnoBo　o　CanaBaTe．　HcTopHKo－
　　　KpaeBenHecKHe　oHepKH．　K　250－ner”｝o　CaJiaBaTa　K）naeBa．　yΦa，2004．　C　47－54（この文章の初出は1972
　　　年である）．
（7）　OeuuHHuκoe　P．　B．　Cπe八cTBHe　H　cyA　Hall　E．　H．　nyrageBblM　H　ero　cnoμBH）KHHKaMH．　M．，1995．　C．193－199．
（8）　3cToHcKH首ucTopHgecKMil　apxHB　B　TapTy．Φ．29（KaHlleJiflpmi　HaMecTHHKa　PeBe」lbcKo首ry6epHHH．1783－
　　　1796．KaHueJlilpHH　3cTJI」IHncKoil　ry6epHHH）．　On．1．　En．　xp．169（Be八〇MocTb　o　KaTop）KHHKax，　conepN（a－
　　　lllHxcfl　B　BaJITH肖cKoM　nopTe，　B　ToM　gHcne　I〈aH3aΦape　HcaeBc（ycaeBe）HCaJlaBaT　K）naeB）；Eμ．　xp．242
　　　（双eno　o6　Ytlpe）KJIeHHH　KoMHcHH刀Ulfl　nepecMoTpa　yroJloBHHx　AeJI．　CnHcKH　KaToPx（HHKoB，　coneP）Kal「IHxcfi
　　　BPeBeJlbcKo藪KpenocTH　H　Ba皿TH営cKoM－HopTe，　B　ToM　gHcne　cBe八eHHA　o　copaTHHKe　nyraqeBa　KaH3aΦape
　　　ycaeBe）；En．　xp．7426（双em　o　ccsmoqHblx　npe（rrynHHKoB．28　anp．1787－13　anp．1801）；Φ．30（PeBenbcKoe
　　　HaMecTHHgecKoe　npaBJIeHHe）．　On．2．　En．　xp．1539　（八eJlo　o　conep）KaHHH　KaTop）KHuKoB　B　6aJ【THilcKoM－
　　　HopTe）；Φ．291　（HpH6a㎜肖cKH肖reHepa皿一ry6epHaToP）．　On．　L　EA．　xp．1313　（no　yKa3y　ceHaTcKoMy　o
　　　co八epH《aHHH　B　PeBene　KollonHHKoB，　HnH　B　BaJITH藪cKoM　HopTe，22。ro　Mafl　1784）．
））））））））））））））））????????????????（（（（（（（（（（（（（（（（前掲拙稿。
前掲拙著，371－374頁。
KpecTbflHcKaH　Bo厳Ha　1773－1775　rr．　Ha　TeppHTopHH　BaIllKHpHH．　yΦa，1975．八〇K．　N≧202．　C．322．
TaM　N（e．　noK．　N9209．　C．334．
TaM　N（e．　C．427．
TaM）Ke．　noK．　N9210．　C．335．
TaM）Ke．　C．428．
TaM）Ke．　C．429．
nC3．　T．　XX．♪他14392．　C，229－304．
TaM）Ke．　T．　XXL♪色15774．　C．967．　　　　　　　　　　　　　　　　，
TaM）Ke．　T．　XXII．♪＆15904．　C．45．
HcTopHH　3cToHcKo厳CCP．　TaJuiHH，1961．　T．1．・C．676．　・　　・
nC3．　T．　XXIV．♪他17584．　C．20：－21．　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
HcTopHfl　3cToHcKo肖CCP．　T．1．　C．659．　　　　　　　　　　　　　　　　　’
TaM｝Ke．♪色17634．　C．229－230．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　，
H．n．　EpotuicuH．　HcTopHH　rocynapcTBeHHblx　ygpe）KJzeHHfi　nopeBonK）uHoHHoPt　PoccHH．　M．，1983．　C．133一
137，191．
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豊川　浩一
（25）タリンから西へ約45kmほどにある同地はエストニァ共和国北西のパクリ（ロゲ）半島に位置す
　　るバルト海の港町である（北緯59度16分，東経23度43分）（3KllllKJIoHenHqecKIIti　cmBapb1EΦpoH
　　H．A．　H　6poKray3　B，　A．（peμ．）Cn6．，1890．　T．4．　C．824；BoeHHaπ3HIIHKJIoHenHfl．　Cn6．，1911．　T．　IV．　C．
　　376．）。現在，約4，000人が居住している。1962～94年，パルディスキ市は旧ソ連最大の施設を誇
　　る海軍原子力潜水艦の訓練基地として基地に所属する原子炉2基をもち，約1万6，000人を雇用す
　　るいわゆる「閉鎖都市」であった。ソ連邦崩壊後の1995年9月，ロシアは原子炉施設の管理を放
　　棄し，多くのロシア人もこの地を離れた。
（26）　HcTopH∬3cToHcKo貢CCP．　T．1．　C．553．
（27）　TaM　x⊂e．　C．555，567．
（28）　Toivo　U．　Raun，　Estonia　and　the　Estonians．2d　ed．　California，　Hoover　Institution　Press，1991．
　　P．39．
（29）　ibid．，　p．52．
（30）　Oa6u　E．（Labi　B．）naJIbAHcKH　B　nepHo八HaMecTH四ecTBa（XVIII　B．）〃H3BecTH」I　AH　DCCP．　T．19．
　　061qecTBeHHhle　HayKH．1970．　Ng4．（Pe3｝oMe）．本文のバルティースキー。ボルトの概況は，この論文
　　のエストニア語本文に拠らず，論文末尾に付してある長文のロシア語レジュメに基づいた。）））））））））））））???????（（（（（（（（（（（（（3ZA．Φ．29，0H．1．　E几xp．54．
TaM）Ke．　EA．　xp．53．
TaM　）Ke．　JI．39．トマス・ブルンについては不明である。
TaM　M（e．Φ．29．　On．　L　En．　xp．78．　JI．5．
TaM）Ke．　JI．12．
TaM）Ke．　JI．20．
TaM　N（e．　JI．25；CM．　TaM）Ke．　En．　xp．7421．JI．25，26．
TaM⊃Ke．　En．　xp．78JI．29．
TaM　M（e．　JI．33－4006．
HcTopHH　3cToHcKo酋CCP．　T．1．　C．680－681．
3HA．Φ．30．　On．　L　En．　xp．1540．　JL　2．
P．B．　OBUUHHUκoe．　YKa3．　cou．
PrA八A．Φ．248．　On．　l　l　3．八．308．　JI．1。lo6．（P．　B．　Oeuu朋uκoe．　yKa3．　coq．　C．193より転引用）；
KpecTLflHcKaH　BoMHa　I　773－1775　rr．　Ha　TeppHTopHH　EalllKHpHH．　C．338－339．表1から分かるように，
1797年5月19日段階では，1775年1月31日に送られた者のうち生き残っているのは，ウサーエ
フ，ドルゴポーロフ，ポチターリンだけであり，他の名前はすでにない。おそらくこの間に死去し
たのであろう。
（44）
（45）
（46）
（47）
（48）
（49）
（50）
（51）
（52）
（53）
（54）
（55）
PrAAA．Φ．248．　On．　l　l3．八．308．　fi．1－lo6．（R　B．　OeuuHHuκoe．　yKa3．　cog．　C．193より転引用）．
PrA八A．Φ．248．　On．　l　l3．　A．308．　JI．1－lo6．（P．　B．　OeuuHHuκoe．　yKa3．　coq．　C．194より転引用）．
PrAJIA．Φ．248．　On．113．　A．308．　JI．10－1006．（P．　B．　OeuuHHuKoe．　yKa3．　cog．　C．194より転引用）．
PFA，IIA．Φ．248．　On．　l　l3．八．1385．　JI．3．－4（P．　B．　OeyuHHuκoe．　YKa3．　cog．　C．195より転引用）．
UrHAn，Φ．19．　On．　l　l　2．双．257，333，360　H　np．（P．　B．　OeguHHuKoB．　yKa3．　coq．　C．195より転引用）．
UrHAn．Φ．19．　On．112．　A．257，360，390（P．　B．06uuHHuKoB．　yKa3．　cou．　C．195より転引用）．
TaM）Ke．　C．195－196．
UrHAn．Φ，19．　On．111．八．670－681（P．　B．　OeuuHHuκoe．　YKa3．　coq．　C．196より転引用）．
Ur㎜．Φ．19．　On．112．　A．678（P．・B．　OeuuHHuκoe．　YKa3．　cog．　C．196より転引用）．なお，ドルゴ
ポーロフの名前は史料によって異なっている。
nC3．　T．20．」胞14233．　C．9；P．　B．　OeguHHuκoe．　yKa3．　coq．　C．196．
TaM　me．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
TaM》KC．
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（56）　アレクセイ・ポリソヴィチ・クラーキンは有名なクラーキン公一族の出身で，パーヴェルー世時
　　代に検事総長を務め，その後，アレクサンドルー世のもとでマロロシア総督，1807～1811年には
　　内務大臣，その後，国務院メンバーにもなった。なお，アレクサンドル・ボリソヴィチはその兄で，
　　パーヴェルー世とともに養育され，皇帝時代には2度にわたり副宰相（BHue一κaHIVIep）を務め，ア
　　レクサンドル時代にはウィーン大使，後にパリ大使を歴任している（DKIpfKnoneiulgecKHn　cnoBapbl
　　EφpoH　K．　A．　H　BpoKray3　E．A．（pe几）Cn6．，1890．　T．17．　C．62）。
（57）　3HA．Φ．29．　On．　L　EA．　xp．7426．　JI．2．
（58）　TaM）Ke．　JI．4．
（59）　TaM）Ke．　JI．5．
（60）　TaM）Ke．　JI．6．
（61）　TaM）Ke．刀．7．
（62）正しくはべゾヴィヤゾヴァ村と呼ばれていた（OeuuHHaκoe・P．　B．　yKa3．　coq．　C．197）。
（63）　DMA．Φ．29．　On．1．　En．　xp．7426．　JI．8．
（64）　TaM）Ke．　JI．806．
（65）　TaM⊃Ke．Φ．30．　On．2．　EA．　xp．1539．　JI．7－906．
（66）　TaM）Ke．Φ．29．　On．1．　EA．　xp．169．　JI．13806．－13906．
（67）　TaM》Ke．　JI．11－12．
（68）　TaMコ（e．∬．137－13706．，140－14006．
（69）　TaM）Ke．Φ．29．　On．1．　EA．　xp．242．　JI．9－906．
（70）　TaM）Ke．Φ．29．　On，1．　En．　xp．242．　JI．606．，44．
（71）　TaM）Ke．Φ．30．　On，2．　EA．　xp．1539．　JI．97．
（72）たとえば，1797年5月19日付けの「記録文書」ではロバセンコの出身地がホトミンスキー郡と
　　なっているが，同年7月の文書ではホムティンスキー郡となっている。また5月19日付けのでは
　　カンザファール・ウサーエフの出身がミシャーリ人と記されているが，7月のではその記載がない，
　　などである。
（73）　これは国家に対する反逆を犯した「国家罪」を取り調べる機関として1695年に設置された「プ
　　レオブラジェンスキー官署」に起源を持つ組織である。1762年に元老院の管轄下に置かれ，元老
　　院検事総長がそれを監督した（Epot〃κuH　H．　n．　yKa3．　coH，　C．86，132，133；拙稿「近世ロシア民衆の
　　意識一18世紀の民衆は何を求めたのか一」『明治大学人文科学研究所紀要』第58冊，2006年，
　　296－297頁）。
（74）　3UA．Φ．29，0n．1．　En．　xp，7426．　JI，10－1006．
（75）TaM）Ke．兀12－14．なお，本文で述べるように，政府は「要塞労働」について，それがタガンロー
　　ク以外の要塞でも必要であると考えていたようである。
（76）　TaM）Ke．　JI，15．
（77）　TaM　x（e，　JI，16－1606．
（78）　TaM）Ke．　JI．17．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
（79）　TaM｝Ke．　JI，18．
（80）　TaM）Ke．　JI．19－1906．
（81）　TaM）Ke．∬．20．
（82）　TaM｝Ke．　JI．22－2206．
（83）　TaM　N（e．　JI．23－2306．
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（89）　TaM）Ke．Φ，29．0日．1．　En．　xp．7426．　JI．63－64．
（90）　Ba田KopTocTaH．　KpaTKasi　3HuMKJIoneAHfl．　yΦa，1996．　C．501，
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（99）　TaM　N（e．　JI．50，
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　ルの9・10・ll月報告が反映されていない。
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Salavat　Yulaev　and　Experiences　at　Baltiiskii　Port：
　　ACase　Study　on　the　Regional　History　in　Imperial　Russia
TOYOKAWA　Koichi
　　　This　paper　aims　to　examine　the　circumstances　of　the　prison　at　Baltiiskii　Port　in
Estland　province　under　Russian　rule　for　several　years　around　l800．　To　this　prison　at
Baltiiskii　Port，　or　to　Paldisk（in　the　Republic　of　Estonia　today），were　sent　the　comrades
of　the　Pugachev　Rebellion，　which　took　place　against　Russian　government　from　1773　to
l775．　Among　them　were　two　bashkirs，　Salavat　Yulaev　and　his　father　Yulai　Aznalin，　who
played　a　leading　role　in　the　rebellion．　They　were　arrested　in　Ural　in　l774，　and　1775．　They
were　sentenced　to　corporal　punishment　and　imprisonment　for　life　at　Baltiiskii　Port．
　　　Baltiiskii　Port　was　originally　called　Ragervik　in　Swedish．　In　l718，　it　was　taken　by
Russia　in　the　Great　Northern　War．　Peter　the　Great　decided　to　build　a　navy　base　and　a
fortress　at　this　port，　and　he　called　exiled　prisoners　throughout　Russia，　including　Salavat
Yulaev　and　Yulai　Aznalin，　for　the　construction．
　　　On　7　November，1775，　the　Russian　government　issued　the　fundamental　law　on
“The　Organization　of　Provincial　Administration　in　Imperial　Russia”．　Estland　had　to　wait
till　1783　to　put　this　law　into　effect　through　two　laws　issued　that　year．
　　　The　Estonian　Historical　Archives（EHA）in　Tartu　in　the　Republic　of　Estonia　has
extensive　archival　materials　on　Baltiiskii　Port　and　the　prisoners，　including　Salavat
Yulaev　and　Yulai　Aznalin．　Although　earlier　researchers　shed　some　light　on　the　archival
documentS　at　EHA，　they　haven’t　made　clear　the　circumstances　surrounding　the　prison－
ers　at　Baltiiskii　Port．　Not　only　did　I　read　the　materials　there　which　they　had　cited　in　their
articles　or　books，　I　also　found　the　documents　on　this　point　which　they　hadn’t　noted．
　　　There　is　an　archival　document　regarding　27　prisoners，　including　Salavat　and　Yulai，
at　Baltiiskii　Port　on　16　May　1797（EHA．　F．29，0p．1，　Ed．　xr．7426．　L．7－80b．）．　Prince　AB．
Kurakin，　general・procurator　of　the　Senate　in　St．　Petersburg，　wanted　A．A．　Langel’，　the
governor　of　Estland，　to　present　to　the　Senate　a　list　of　prisoners　in　which　were　written　the
following：name　and　age，　date　of　arrival　at　the　prison，　the　organization　by　which　he　was
sent，　his　criminal　acts　and　punishments，　his　native　place　and　social　status，　and　the　condi－
tions　of　his　health．　Kurakin　thought　that　the　prisoners　should　be　employed　for　labor　at
Nerchinsk，　Irkutsk　and　other　fortresses．　Although　at　first　Langel’also　agreed　to　send　the
prisoners　to　these　places，　he　later　seems　to　have　changed　his　mind．　In　the　end　no　one　was
sent　to　the　periphery　from　Baltiiskii　Port．
　　　Besides　these　materials　on　the　use　of　prisoners，　we　find　other　documents　which
showed　the　concern　of　authorities　about　their　daily　life：the　food　which　they　ate，　their
clothes　and　winter　hats，　and　so　on（EHA．　F．29，0p．2，　Ed．　xr．1539，　L．12－120b，23－230b，
82－820b．），　though　we　do　not　have　archival　materials　about　implementation　of　plans　of
the　authorities．
　　　Salavat　Yulaev　died　26　September　1800（at　48）．　We　don’t　know　the　exact　date　of
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Yulai　Aznalin’s　death．　It　seems　that　he　died　sometime　between　July　l797　and　to　22　May
l800．
Keywords：Baltiiskii　Port，　Salavat　Yulaev，　the　Pugachev　Rebellion，　the　Estonian　Historical　Ar－
　　　　　　　　　chives
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